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緒　言

　近年，高齢者でサルコペニアが注目されるよう
になり，若年期の筋量を維持することの重要性が
指摘されている．筋量は身体発育の活発な発育期
に体重増加をもたらす身体成分であるが，日本人
小児の筋量の発育変化について詳細に検討した報
告はほとんどない1）．また，筋量が発育期にどの
ように増加していくかに関する検討は十分に行わ
れていない．
　そこで，本研究では DXA による測定値を用い
て，四肢の筋量が発育期にどのように変化してい
くのか，すなわち筋量の発育様式について横断的
な検討を行うことを目的に，月齢 180 か月までの
健康男児の筋量を分析した．

対象と方法

　身体発育に影響を及ぼすような傷病既往のない
首都圏の S 県 T 市に在住の健康な日本人男児で，
小児の身体組成測定の募集に応じて DXA 法測定
により全身スキャンを行った 180 か月までの 520
名を対象にした．なお，学校での部活動を超える
レベルのスポーツ活動に参加している者は除外し
た．DXA 装置には Hologic 社の Delphi A-QDR
を用い，同一検者が測定と解析を行った．測定に

際し，毎回事前に較正を行い，測定後既に報告し
た方式4）により頭頸部，体幹，上肢，下肢の 4 部
位に分割し，各々の部位別に組織重量を算出した．
　本研究では，上肢，下肢の除脂肪量を筋量とみ
なし，その発育変化および体重に占める割合の発
育変化を検討した．なお，発育は測定時の月齢に
よる暦年齢で表示し，発育変化を回帰分析により
検討した．各検討では危険率 5％未満を有意差と
した．
　本研究は著者の所属機関の「人を対象とした倫
理委員会」の承認を得ており，対象およびその保
護者への説明と同意を得て実施した．

結　果

　対象の体格と月齢との関係を図 1 に示す．身
長，体重とも 3 次曲線回帰で高い有意な回帰を示
した（相関係数：0.906, 0.806，共に p ＜ 0.0001）．
　次に，上肢，下肢の除脂肪量と月齢との関係を
図 2 に示す．上肢，下肢とも 3 次曲線回帰で高い
有意な回帰を示した（相関係数：0.761, 0.825，共
に p ＜ 0.0001）．
　体重に占める上肢，下肢の除脂肪量の割合と月
齢との関係を図 3 に示す．上肢，下肢除脂肪量の
割合は共に月齢と有意な正の相関を示した（相関
係数：0.876, 0.508，共に p ＜ 0.0001）．下肢除脂
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要　旨　月齢 180 か月までの日本人健康男児 520 名の上肢，下肢筋量の発育を，DXA 法装置を
用いて横断的に検討した．上肢，下肢筋量とも月齢と 3 次曲線回帰を示して増加した．一方，体重
に対する上肢，下肢筋量の割合は，直線回帰を示して月齢に従い増加した．
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考　察

　日本人小児の筋量の発育変化について詳細に検
討した報告はほとんどない．西山らは，日本人小
児の骨密度と身体組成を年齢別に横断的に検討し
た報告1）の中で，全身除脂肪量の発育変化に言及
し，女子では 12 歳以降は停滞するのに対し，男
子では 11 歳以降急速に増大し，体重増加の大部
分が除脂肪量であると述べている．その後，日本
人小児の筋量の発育変化を論じた報告は見られない．
　筋量の評価方法として，多数の高齢者を測定し
た谷本ら3）の用いた BIA 法は微弱電流による電気
抵抗値より筋肉量を算出するため放射線被曝はな
く，装置も軽量で持ち運びが可能な利点がある．
室温や皮膚温により電気抵抗が変化するため，測
定値が変動する難点もあるが，多くの人数を短時
間で測定することが容易である．一方，西山らが
用いた DXA 法は身体組成測定の golden stan-
dard とされ，高精度であるが微量の放射線被曝
があり，装置を持ち運んで測定することは困難で
ある．高齢者におけるサルコペニアの評価には
DXA 法により得られた上肢・下肢除脂肪量（㎏）
を身長（m）の二乗で除した Skeletal Muscle Index

（SMI）が提案されている2）．著者らは小児で SMI
を算出し，小児期には明らかに増大することを報
告した5）．
　本研究は 15 歳までの発育過程の男児の筋量の
変化を，DXA 法により四肢除脂肪量を測定する
ことで明らかにすることを目的とした．結果とし
て，発育に従って筋量は増大し，特に 12 歳ごろ
以降の増加が著しく，また，体重に占める割合で
見ると上肢に比して下肢での増加が明らかとなっ
た．移動能力に関連する下肢筋量が体重に占める
割合は，図 3 より小学校入学ごろに 0.2，中学校
入学ごろ 0.25，中学校卒業ごろに 0.3 という目安
が得られる．
　本研究の意義は，発育過程にある小児の筋量の
標準値を提示することと考えている．小児の体
力・運動能力の二極化が問題とされ，運動時間の
少ない小児や，肥満ややせの小児の体力・運動能

肪量の割合は 50 か月時の 0.178 から 180 か月時
の 0.308 まで増加したが，上肢除脂肪量の割合は
50 か月時の 0.063 から 180 か月時の 0.083 と増加
は小さかった．

図 1．月齢と身長，体重との関係
月齢と有意な正の相関を示す（相関係数　身長：0.906
体重：0.806）

図 2．月齢と上肢，下肢除脂肪量との関係
月齢と有意な 3 次曲線回帰を示す（相関係数　上肢：
0.866　下肢：0.898）

図 3．月齢と上肢，下肢除脂肪量が体重に占める割合
との関係
月齢と有意な 3 次曲線回帰を示す（相関係数　上肢：
0.876　下肢：0.508）
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力値は低いことが示されている．S 県の児童生徒
の体格はほぼ全国平均値と差がなく，体力・運動
能力値は全国順位で 10 位以内と平均より上位で
ある．以上を考慮すると，日本人標準値として大
きな問題はないと考えている．
　本研究の限界は，体格や体力が標準的とはいえ，
国内の一地域の小児のデータに限定される点であ
る．体格や体力が全国平均を大きく上回る地域や
大きく下回る地域の測定値を含めることで，二極
化の背景に筋量の多寡が見られるか否かを検討で
きると思われるので，それが今後の課題である．

結　語

　日本人健康男児の上肢，下肢筋量の発育変化
を，DXA 法装置を用いて横断的に検討した．上
肢，下肢筋量とも 3 次曲線回帰を示して月齢に従
い増加した．体重に対する上肢，下肢筋量の割合
は，直線回帰を示して月齢に従い増加した．
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